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領
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く
ら
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も
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と
便
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あらゆる産業の素材開発を支える粉体技術
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技術進化、粉体の可能性広がる

多
様
な
分
野
で
成
果
続
々

信
頼
・
安
全
性
確
保
が
重
要

　
粒
子
の
大
き
さ
が
１

の
１
０
０
分
の
１
程
度
、

以
下
に
な
る
と
、
大
き

な
固
体
素
材
に
な
い
多
様
な

機
能
が
現
れ
て
く
る
。
し
か

し
微
粒
子
化
す
る
と
、
付
着

・
凝
集
が
起
き
や
す
く
な
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
そ

の
取
り
扱
い
が
困
難
に
な

る
。

　
今
回
の
「
国
際
粉
体
工
業

展
東
京
２
０
１
４
」
に
お
い

て
、
最
新
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
テ
ー
マ
で
あ
る
話
題
の
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
も
、
現
在
の

と
こ
ろ
製
造
可
能
な
製
品
材

質
は
有
機
系
樹
脂
に
限
ら
れ

る
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
金

属
、
さ
ら
に
は
金
属
・
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
な
ど
か
ら
な
る
複

合
材
料
の
部
材
を
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
で
成
形
す
る
に
は
、

樹
脂
原
料
に
無
機
粒
子
や
金

属
な
ど
の
微
粉
体
を
高
濃
度

で
混
ぜ
る
必
要
が
あ
る
。
樹

脂
は
粉
体
粒
子
の
結
合
剤
と

し
て
加
え
る
が
、
成
形
後
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
金
属
製
品

化
に
は
加
熱
し
て
有
機
成
分

を
完
全
に
除
去
し
た
後
、
高

温
で
焼
結
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

一
般
に
用
い
ら
れ
る
。

　
樹
脂
や
樹
脂
を
溶
か
す
有

機
溶
媒
の
量
が
多
い
方
が
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
使
う
イ

ン
ク
の
流
動
性
は
高
く
、
ノ

ズ
ル
か
ら
の
排
出
、
成
形
が

容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
焼

結
に
よ
る
緻
密
化
を
伴
う
プ

ロ
セ
ス
で
は
、
樹
脂
な
ど
の

有
機
成
分
が
残
る
と
分
解
・

揮
発
し
て
気
体
と
し
て
封
じ

込
め
ら
れ
、
加
熱
時
に
膨
張

し
て
亀
裂
や
破
損
す
る
こ
と

も
あ
る
。
成
形
時
の
形
を
焼

結
後
も
維
持
す
る
に
は
、
極

限
ま
で
樹
脂
や
結
合
剤
な
ど

有
機
系
成
分
を
低
減
し
、
粒

子
を
均
一
に
充
填
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
し
か
し
、
粒
子
濃
度
が
高

く
、
粒
子
径
が
小
さ
い
ほ
ど

イ
ン
ク
の
流
動
性
が
悪
く
な

り
、
ノ
ズ
ル
の
詰
ま
り
や
正

確
な
形
状
の
再
現
が
困
難
に

な
る
ほ
か
、
粒
子
配
列
が
不

均
一
に
な
り
亀
裂
の
発
生
な

ど
が
樹
脂
単
独
の
場
合
に
比

べ
起
き
や
す
い
。
粒
子
が
高

濃
度
に
分
散
し
た
３
Ｄ
イ
ン

ク
の
開
発
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
、
高
硬
度
金
属
な
ど
の
複

雑
形
状
部
材
を
製
造
す
る
に

は
極
め
て
重
要
な
技
術
で
あ

る
が
、
製
品
化
し
た
事
例
は

少
な
い
。

　
粉
体
技
術
の
進
歩
が
如
実

に
反
映
さ
れ
た
成
果
に
、
こ

こ
数
年
の
電
子
コ
ピ
ー
の
写

真
画
質
の
著
し
い
向
上
が
あ

る
。
使
用
さ
れ
る
ト
ナ
ー
は

人
間
の
肉
眼
の
分
解
能
の
限

界
で
あ
る
７

程
度
の
大

き
さ
で
あ
る
。
ト
ナ
ー
粒
子

の
付
着
・
凝
集
性
の
低
減
と

流
動
性
向
上
技
術
が
進
歩
し

ト
ナ
ー
が
狙
っ
た
場
所
に
ま

ち
が
い
な
く
届
き
、
ム
ラ
や

に
じ
み
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
画
質
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
。

　
付
着
性
抑
制
、
流
動
性
向

上
の
機
構
は
、
ト
ナ
ー
粒
子

の
表
面
に
外
添
剤
と
呼
ば
れ

る

ナ
ノ
は
の

億

分
の
１

程
度
の
ナ
ノ
粒
子

を
打
ち
込
む
こ
と
で
、
ナ
ノ

の
凸
凹
を
設
け
る
。
併
せ

て
、
ナ
ノ
粒
子
の
表
面
も
空

気
中
の
水
分
が
付
き
に
く
い

特
殊
な
分
子
レ
ベ
ル
の
加
工

を
す
る
こ
と
で
、
ト
ナ
ー
粒

子
の
直
接
接
触
を
防
ぎ
、
不

規
則
な
付
着
・
凝
集
の
発
生

を
防
止
し
て
い
る
。

　
微
粒
子
の
特
殊
加
工
技
術

は
医
薬
品
分
野
で
も
、
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
数

以
下
の
粒
子
は
気
管
支

か
ら
肺
の
内
部
ま
で
入
る
こ

と
が
で
き
、
吸
入
に
よ
る
薬

剤
投
与
法
が
、
注
射
に
代
わ

る
方
法
と
し
て
研
究
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
粒
子
径
が

２
０
０

以
下
の
粒
子
や

カ
プ
セ
ル
は
、
表
面
の
皮
脂

な
ど
と
の
親
和
性
を
高
め
れ

ば
、
毛
根
を
通
じ
て
皮
膚
内

部
に
入
る
。
ま
た
、

以
下
で
は
筋
肉
や
血
管
細
胞

も
通
過
可
能
と
な
り
、
塗
り

薬
の
効
能
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
口
腔
内
で
即

こ
う
く
う

時
に
溶
け
て
水
な
し
で
飲
め

る
口
腔
内
即
崩
壊
錠
も
、
粉

体
微
粒
子
の
機
能
設
計
の
重

要
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
薬
剤
の
崩
壊
機
構
も
未

知
な
部
分
が
多
く
、
基
礎
的

に
崩
壊
機
構
を
解
明
す
る
こ

と
で
、
食
品
な
ど
へ
の
応
用

も
期
待
さ
れ
る
。
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リ
チ
ウ
ム
電
池
、
太
陽
電

池
、
燃
料
電
池
な
ど
の
電
池

材
料
も
粉
体
原
料
で
製
造
さ

れ
る
。
特
に
、
自
動
車
用
、

航
空
機
用
の
リ
チ
ウ
ム
電
池

は
、
大
容
量
で
あ
る
た
め
信

頼
性
、
安
全
性
の
確
保
が
重

要
な
基
盤
的
技
術
に
な
る
。

リ
チ
ウ
ム
電
池
は
、
Ｌ
ｉ
イ

オ
ン
を
供
給
す
る
正
極
が
リ

チ
ウ
ム
酸
化
物
粒
子
、
イ
オ

ン
を
受
容
す
る
負
極
が
グ
ラ

フ
ァ
イ
ト
粒
子
で
、
導
電
材

と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

と
バ
イ
ン
ダ
ー
を
有
機
溶
媒

で
混
ぜ
て
混
練
し
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
、
銅
の
薄
膜
に
塗
布
、

乾
燥
す
る
操
作
で
製
造
さ
れ

る
。
原
料
粒
子
が
凝
集
な
ど

に
よ
り
不
規
則
構
造
を
作
る

と
、
異
常
な
リ
チ
ウ
ム
の
析

出
な
ど
が
起

き
、
破
損
の
原

因
に
な
る
た
め

均
一
な
電
極
製

造
が
求
め
ら
れ

る
。

　
近
年
、
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ

Ｃ
Ｎ

Ｔ

な
ど
の
新

規
炭
素
系
材
料

は
、
電
池
の
性

能
向
上
に
効
果

的
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
繊
維

状
で
凝
集
が
起

き
や
す
い
た
め

利
用
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
。

原
料
グ
ラ
フ
ァ

イ
ト
粒
子
の
表

面
に
、
均
一
に

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
を

生
成
さ
せ
る

写
真

方
法

が
開
発
さ
れ
、

凝
集
な
し
で
新

規
炭
素
素
材
の

均
一
複
合
化
に

成
功
し
た
。
新
規
ナ
ノ
物
質

は
付
着
凝
集
性
も
高
い
た

め
、
こ
う
し
た
被
覆
、
ミ
ク

ロ
ン
以
上
の
粒
子
や
母
材
と

の
複
合
化
技
術
の
発
展
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
２
・
５

以
下

の
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・

５

は
、
呼
吸
器
の
深
部
に

入
り
沈
着
す
る
の
で
健
康
影

響
を
も
た
ら
す
た
め
、
有
害

成
分
を
含
む
微
粒
子
、
ナ
ノ

粒
子
の
大
気
環
境
へ
の
排
出

を
抑
制
す
る
集
じ
ん
な
ど
の

技
術
も
重
要
と
な
る
。
特
に

数
百

程
度
の
微
粒
子
は

集
じ
ん
方
法
に
よ
ら
ず
捕
集

率
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
微
粒
子
に
対
応
し
た

粒
子
捕
集
技
術
の
発
展
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。


